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豊
か
な
緑
の
町
づ
く
り
p
 

農
村
総
合
整
備
事
業
に
着
手
 

金
木
町
で
は
、
農
業
生
産
基

盤
と
生
活
環
境
を
一
体
的
に
整

備
し
、
農
業
を
基
盤
と
し
た
、
 

豊
か
な
緑
の
町
づ
く
り
を
す
す

め
る
た
め
「
農
村
総
合
整
備
計
 

画
策
定
地
区
」
 
と
して
、
 

 
五
月
 

に
国
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
農
村
の

多
角
的
機
能
の
助
長
と
、
総
合

的
な
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
 

「農
村
総
合
整
備
事
業
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
、
計
画
か
ら
実

施
に
い
た
る
ま
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
意
向
を
十
分
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
予
定

し
て
い
る
部
落
懇
談
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
は
、
皆
さ
ん
の

特
段
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

な
お
、
事
業
の
あ
ら
ま
し
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

農
村
総
合
 

整
備
計
画
 

農
村
総
合
整
備
割
画
と
は
、
 

農
業
生
産
構
造
や
農
村
社
会
構

造
の
変
化
に
よ
る
自
給
率
の
低

下
、
環
境
整
備
の
立
ち
遅
れ
等

に
対
処
す
る
た
め
、
長
期
展
望

に
た
っ
た
町
全
体
の
整
備
構
想

を
描
く
も
の
で
す
。
 

現
在
、
策
定
の
た
め
現
況
調

査
や
参
考
資
料
の
収
集
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
が
、今
後
、皆
さ
ん

の
意
見
や
要
望
を
は
握
す
る
た

め
、
部
落
懇
談
会
や
、
ア
ン
ケ
 
 ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
、
こ
れ

を
集
約
し
、
各
種
団
体
代
表
者

ら
ユ
十
人
か
ら
な
る
推
進
協
議

会
で
協
議
、
検
討
を
加
え
、
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
 

こ
の
計
画
は
、
九
月
中
に
作

成
し
、
来
年
度
は
こ
れ
に
基
づ

い
て
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル

事
業
実
施
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
 

農
村
総
合
 

整
備
モ
デ
ル
事
業
 

整
備
引
画
を
町
づ
く
り
の
構

想
と
す
れ
ば
、
モ
デ
ル
事
業
だ

施
計
画
は
町
づ
く
り
の
青
写
真

で
す
。
 

モ
デ
ル
事
業
は
、
こ
の
青
写

真
に
基
づ
い
て
、
農
業
生
産
基

盤
と
生
産
環
境
を
一
体
的
に
整

備
す
る
こ
と
で
す
。
 

た
と
え
ぱ
、
農
業
用
水
路
が

家
庭
用
排
水
路
を
兼
ね
て
い
た

り
、
農
道
が
生
活
用
道
路
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
生

産
と
生
活
の
施
設
が
は
っ
き
り

区
別
さ
れ
て
い
な
い
個
所
は
、
 

こ
の
事
業
で
整
備
さ
れ
ま
す
。
 

具
体
的
叱
は
、
集
落
道
や
排

一
水
路
の
整
備
、
防
火
水
槽
や
運

動
公
園
の
新
設
な
ど
を
、
昭
和

六
十
】
年
度
か
ら
お
よ
そ
十
年

間
で
約
十
億
円
を
投
入
し
て
実
 
 施

し
ま
す
。
 

こ
の
事
業
効
果
を
高
め
、
豊

か
な
緑
の
町
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
、
皆
さ
ん
の
生
活
環
境

と
、
農
業
生
産
体
制
な
ど
に
つ

い
て
の
意
識
ゃ
、
行
政
に
対
す

る
意
見
、
要
望
を
は
握
し
、
計

画
と
事
業
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
 

こ
の
た
め
に
実
施
す
る
の
が

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
す
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
 

六
月
下
旬
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
農
作

業
の
一
段
落
す
る
六
月
下
旬
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
 

行
政
協
力
委
員
を
通
じ
て
皆

さ
ん
の
家
庭
に
調
査
票
を
配
布

し
、
数
日
後
に
回
収
す
る
方
法

で
実
施
し
ま
す
。
 

調
査
票
の
質
問
は
三
十
項
目

ぐ
ら
い
と
し
、
回
答
は
〇
印
を

記
入
す
る
だ
け
で
、
し
か
も
無

記
名
方
式
で
す
。
 

皆
さ
ん
の
意
向
を
で
き
る
だ
け

多
く
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
回
収
率
と
回
答
率
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答

し
、
み
ん
な
で
豊
か
な
緑
の
町

づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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役
場
庁
舎
内
の
各
課

・
室
 
事
務
局
・
委
員
会
の
配
置
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

ー
ロ
 
カ
ー
室
 

飛

■
『
「
ー

ー
コ
「
階
 

，

幸
護
一
 

竜
 
業
 

議
日
控
室
一
 
 

一
王

一
 

 ・
 

議
会

申
務

局
 

議
会

事

務
馴
 
，
 

 
ト
イ
レ
 

箪
 
委【
会
窒
 

第
二
書
員
会
室
 

噂
 
【
 
課 
~~ 

事
三
一
】
 

,
 

正
附
議
長

窒
 

に
 
接
 
室
 

応
 
接
 

欧
“
妥
員
会
 

町
民
ポ
 
）
 

町
 
民
 
課
 

民
 
生
 
課
 

保
 
壌
 
課
 

脱
 
勝
 
課
 

合 

馴 
エ
レ
 

一
 

師，レ 

易
保
険
積
立
金
 

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
 

六
、
〇
〇
〇
日

達
成
 

ル を て 立 
~ 	融五 す 町金 い4 

無琵勢I 
す 還 業 し 積 

喜
良
市
地
区
は
さ
る
五
月
十

一
日
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
六

千
日
の
大
記
録
を
達
成
し
、
こ

れ
を
記
念
し
て
翌
十
二
日
祝
賀

パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
快
挙
を
祝

う
と
と
も
に
記
録
更
新
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。
 

同
地
区
で
は
、
四
十
ニ
年
十

ニ
月
七
日
に
子
供
が
荷
馬
単
に

ひ
か
れ
て
死
亡
し
て
以
来
、
十

六
年
間
ゼ
ロ
行
進
を
統
け
て
い

ま
す
。
金
木
地
区
交
通
安
全
協

会
喜
良
市
支
部

（
伊
藤
勇
支部

長
）
で
毎
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
た
り
、
安
全
塔
を
設
置
す
る

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
事
故
防
 
 止

活
動
が
実
っ
た
も
の
で
す
。
 

パ
レ
ー
ド
に
は
古
川
竹
夫
町

長
や
小
笠
原
精
治
郎
金
木
警
察

署
長
を
は
じ
め
．
喜
良
市
小
児

童
や
同
支
部
関
係
者
ら
約
二
百

人
が
参
加
。
金
木
南
中
プ
ラ
ス

バ
ン
ド
を
先
頭
に
、
岩
見
町
入

口
の
安
全
塔
か
ら
小
田
川
橋
ま

で
の
目
抜
き
通
り
約
ニ
キ
ロ
に

渡
っ
て
行
わ
れ
、
沿
道
の
住
民

か
ら
も
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
昨

、
、
 

午
後
か
ら
は
、
喜
良
市
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
で
祝
賀
会
が
行

わ
れ
、
小
笠
原
署
長
、
土
岐
輝

雄
金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
長
 

」
．、餌
ュ
 

連
名の
表彰
状
 

一
 

が
伊
藤
支
部
長
 

に
贈
ら
れ
た
後

古
川
町
長
ら
が

祝
辞
を
の
べ
て
 

“交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
六
干
日
”
 

の
快
挙
を
た
た

え
、
参
加
者
は

記
録
更
新
を
誓

い
合
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

日
赤
金
木
町
奉
仕
団
（
相
馬

京
子
委
員
長
）
で
は
さ
る
四
月

二
十
四
日
、
国
道
3
3
9
号
線

の
嘉
瀬

ー
川
倉
間
な
ど
約
八
キ

ロ
に
わ
た
り
、
道
路
沿
い
の
空

き
缶
ゃ
ゴ
ミ
な
ど
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
同
奉

仕
団
が
毎
年
、
春
と
秋
の
二
回

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日

は
団
員
約
五
十
人
の
ほ
か
役
場

の
職
員
ら
も
応
援
に
駆
け
付
け

ま
し
た
。
I
写
真
 

こ
の
日
午
前
九
時
、
 
“デ
レ
 

キ
ー
と
ゴ
ミ
袋
を
F
に
嘉
瀬
バ

イ
バ
ス
人
口
を
ス
タ
ー
ト
し
た

参
加
者
は
、
無
神
経
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
次
々
と
拾
い
集
め
て

い
ま
し
た
。
 

》
 

▽
火
葬
場
I
年
金
積
立
金
 

マ
塵
介
車
I
年
金
積
立
金
 

▽
町
営
住
宅
（
第
二金
木
団
地
）
 

廿
簡
易
保
険
積
立
金
 

▽
町
道
大
東
ケ
丘
線
舗
装
I
簡
 

金木だよ‘) (2) 

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
ご
み
を
一
掃
 

日
赤
金
木
町
奉
仕
団
 

こ
の
ロ
の
“
収
穫
”
は
ゴ
ミ
 

の
皆
さ
ん
、
空
き
缶
な
ど
の
ポ

袋
三
百
五
十
袋
。
ド
ラ
イ
バ

ー
 

イ
捨
て
は
や
め
ま
し
よ
う
。
 

簡
保
・
年
金
の
還
元
融
資
施
設
 



詰

（
五所
川
原
騒

m
瞬
 

高
楯
城
を
藩
祖

為
信
が
攻
略
す

る
際
、
金
木
館

の
殿
様
で
あ
る

対
馬
さ
ん
の
先

祖
右
工
門
太
郎

儀
英
が
そ
の
先

陣
を
務
め
た
功

に
よ
り
為
信
公

か
ら
賜
っ
た
と
 

・

‘
、
、

A
リ
 

（
「
 

日
】
 

人
 

（
乙
 

市
）
にあ
った
灘
障
 

一
 来町した対馬さん（右から 

贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
で
は
歴
史

民
俗
資
料
館
で

公
開
し
て
い
ま

す
が
、
対
馬
さ
 

r一
ん
の
意
向
を
く
 

み
、
こ
れ
を
後
 

世
ま
で
残
す
べ
 

く
、
大
事
に
保

存
し
て
い
き
ま

す
。
 

贈
ら
れ
た
 

藩
旗
 

札
幌
 

寸
にー
ん
 

Iメ
よ
，
c
 

贈
 

寄
 

400年前の津軽藩旗 

山
火
事
防
止
グ
 

“燃
や
す
ま
い
 

み
ん
な
の
暮
ら
し
に
 

生
き
る
山
）
 

森
林
は
、
木
材
生
産
の
ほ
か

水
資
源
の
か
ん
養
、
保
健
休
養

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
い
ろ

い
ろ
な
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る

緑
の
宝
で
す
。
 

山
火
事
は
、
こ
の
貴
重
な
森

林
を
瞬
時
に
し
て
灰
に
す
る
恐

ろ
し
い
災
害
で
す
。
 

"
 
J
 

負
 

多
‘
齢（
窯
 

雄
鱗
鱒
 

津
軽
の
野
山
に
も
遅
い
春
が

訪
れ
山
菜
取
り
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
し
た
が
、
五
月
、
六
月

は
空
気
が
乾
燥
し
山
火
事
の
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
 

タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
や
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

森
林
を
山
火
事
か
ら
守
り
ま
し

よ
・
つ
。
 

北
五
地
区
山
火
事
防
止
対
策

協
議
会
 

金
木
消
防
団

・
金
木
消
防
署

金
木
営
林
署
 

ク先
祖
の
家
宝
《
役
立
て
て
 

ー
と
、
札
幌
市
在
住
の
“
金
木

館
一
十
三
代
目
対
馬
義
二
さ
ん

が
四
月
初
め
、
白
川
兼
五
郎
町

文
化
財
審
議
委
員
会
議
長
を
通

じ
て
今
か
ら
約
四
百
年
前
の
田

印
の
津
軽
藩
旗
や
古
文
書
な
ど

を
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

寄
贈
さ
れ
た
津
軽
藩
旗
は
天

正
十
六
年
（
一
五
八八
年
）に
飯
 

対
馬
さ
ん
を
 

囲
み
研
修
会
 

町
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

先
祖
伝
来
の
家
宝
を
町
に
寄

贈
し
た
対
馬
さ
ん
が
、
展
示
状

況
を
見
学
に
来
町
し
ま
し
た
。
 

町
で
は
こ
の
機
会
に
対
馬
さ

ん
を
囲
ん
で
町
の
歴
史
を
ひ
も

と
き
“
金
木
館
一
の
ル

ー
ツ
を

探
ろ
う
ー
と
さ
る
五
月
九
日
、
 

町
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
 

で
金
木
町
文
化
財
に
関
す
る
合

同
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
研

修
会
に
先
立
ち
古
川
町
長
ら
の

案
内
で
歴
史
民
俗
資
料
館
を
訪

れ
た
対
馬
さ
ん
は
、
館
内
に
展

示
さ
れ
て
い
る
先
祖
の
家
宝
と
 

ー
か
月
ぶ
り
に
対
面
、
懐
か
し

そ
う
な
表
情
で
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
 

研
修
会
に
は
、
五
所
川
原
市
 
 の

北
奥
文
化
研
究
会
員
ら
津
軽

藩
史
の
専
門
家
を
は
じ
め
、
町

文
化
財
審
議
委
員
ら
二
十
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
金
木
郷
土
史

を
編
集
し
て
い
る
う
ち
に
対
馬

さ
ん
が
金
木
館
の
＋
三
代
目
で

あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
以
来

文
通
を
し
て
交
友
を
深
め
寄
贈

の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
白
川

さ
ん
と
古
川
町
長
が
「
貴
重
な

家
宝
を
町
の
宝
と
し
て
保
存
し

た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。
対

馬
さ
ん
は
こ
れ
を
受
け
て
「
先

祖
の
家
宝
を
大
事
に
保
管
し
て

き
た
が
、
今
後
は
先
祖
の
生
ま

れ
故
郷
で
手
厚
く
保
存
し
文
化

財
と
し
て
後
世
に
残
し
て
ほ
し

い
」
と
、
感
慨
な
お
も
も
ち
で

あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
対
馬
さ
ん
を
囲
ん

で
参
加
者
は
初
代
右
工
門
太
郎

儀
英
に
初
ま
る
対
馬
家
の
ル
ー
ツ

ゃ
高
楯
城
攻
略
の
模
様
に
つ
い

て
熱
心
に
話
し
合
う
な
ど
、
町

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
感

激
に
浸
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
 

扇
松
会
 

「あ
し
の
園
」
慰
間
 

去
る
四
月
五
日
、
民
謡
愛
好

者
グ
ル
ー
プ
扇
松
会

（
白川
章

一
会
長
）
が
、
川
倉
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「あ
し
の
 
 園

」
を
慰
問
し
、
民
謡
や
手
踊

り
を
は
じ
め
、
日
頃
鍛
え
た
カ

ラ
オ
ケ
も
披
露
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
み
ぞ

れ
交
り
の
一
日
で
し
た
が
、
お

年
寄
り
ゃ
職
員
も

一
緒
に
な
っ

て
参
加
し
、
和
ゃ
か
に
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
園
内
で
は
最
近
「
ど

っ
ぷ
」
と
い
う
遊
び
が
企
画
さ

れ
景
品
付
き
も
検
討
中
と
の
こ

と
で
す
。
お
年
寄
り
は
昔
と
っ

た
杵
柄
で
、
手
品
の
よ
う
に
縄

を
グ
ル
グ
ル
巻
き
に
し
、
放
り

出
す
さ
ま
は
、
真
似
の
で
き
る

も
の
で
な
く
、
と
て
も
元
気
で

し
た
。
 

太
田
吉
三
郎
氏
に
 

勲
七
等
瑞
宝
章
 

春
の
叙
勲
で
、
太
田
吉
三
郎

氏

（
金
木7
3才
）
が
勲
七
等
瑞

宝
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
 

太
m
氏
は
、
昭
和
二
十
三
年

八
月
に
消
防
団
1
4を
拝
命
以
来
、
 

昭
和
五
十
四
年
二
月
に
退
職
さ

れ
る
ま
で
三
十
年
間
、
班
長
、
 

副
分
団
長
と
し
て
、
防
火
活
動

に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
 

(3〕 金木だよ‘J 

い
う
由
緒
あ
る
旗
で
す
。
ボ
ロ

ポ
ロ
に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
 

田
印
は
金
粉
で
か
た
ど
ら
れ
は

っ
き
り
判
別
で
き
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
ル
ー
ツ
を
探
る
手

掛
か
り
と
な
る
三
代
目
小
助
の
 

L
申
書
や
冨
田
流
棒
術
の
極
意

書
、
林
崎
新
夢
想
流
居
合
極
意

書
な
ど
古
文
書
三
十
三
点
も
寄
 



津
鉄
芦
野
公

園
駅
の
名
所
案

内
に
 
「芦
野
の

三
本
松
」
が
あ

り
ま
す
。
 こ
の
 

．本
松
は
見
崎
 

町
の
芦
野
観
音
堂
北
側
に
あ
る

樹
齢
約
三
百
年
の
老
松
で
す
。
 

老
松
の
周
囲
お
よ
そ
二
百
”一

に
は
芦
野
三
十
三
観
音
鑑
場
と

し
て
お
地
蔵
さ
ま
が
安
遣
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

三
本
松
の
ゆ
え
ん
は
、
徳
田

伝
兵
衛
が
、
一吉
」
年
新
田
開
拓
 

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル

チ
ー
ム
募
集
 

と
藤
枝
溜
池
築
堤
工
事
の
際
、
 

負
傷
者
ゃ
工
事
の
犠
牲
者
を
篤

く
葬
る
べ
く
、
藤
枝
溜
池
堤
防

と
金
木
新
田
が
よ
く
見
え
る
高

台
に
遺
骨
を
埋
め
、
埋
葬
地
の

三
角
点
に
こ
の
松
を
植
え
た
も

の
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
で

誠
に
残
念
で
す
が
、
三
十
三
観

音
の
中
心
に
三
本
の
老
松
が
淋

し
く
松
風
の
音
を
た
て
て
い
ま

す
の
で
皆
さ
ん
も
一
度
お
参
り

に
出
か
け
た
ら
い
か
が
で
し
よ

う
か
。
 

⑨
2
3
0
9、
夜
は昌
2
4
 

8
3
）
▽
締
め
切
り
I
六
月
五

日

（
火）
 

町内散歩 

芦
野
の
三
本
松
と
三
十
三
観
音
 

幸
憲

正
弘

治
 

弘
芳

俊
博

滑
美

春
樹

光
雄登

 

均
志

幸
一

克
己

国
明
 

仲
功
 

中
柏
木

喜
良
市

金
 
木

嘉
 
瀬

金
 
木

喜
良
市

川
 
倉

金
 
木

喜
良
市

嘉
 
瀬
 

嘉
 

金金嘉川

木木瀬倉 

, 
~ 

はじめまして 

川倉 其田 仲功

長女 香菜ちゃん 

3月27日生まれ

体重 2, 800g , 
会
長
に
角
田
正
男
氏
 

行
政
協
力
委
員
会
 

、 

去
る
四
月
二
十
六
日
、
役
場

内
三
階
大
会
議
室
で
行
政
協
力

委
員
会
の
組
織
会
が
開
か
れ
次

の
通
り
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
 

▽
会
長
I
角
田
正
男
（
金
木
）
 

マ
副
会
長
I
花
田
柾
五
郎

（
金

木
）
 
鳴
海
為
之
助
（
嘉
瀬
）
 

西
村
晃
一
 （
喜良
市
）
 

▽
常
任
委
員
・
白
川
昭
男
 
金
 

戸
籍
の
窓
 

四
月
 

お
め
で
と
う
 

其
田
 
香
菜

松
川
 
遠
哉

加
藤
 
桂
太

渋
谷
 
元
哉

吉
崎
 
静

今
 
タ
香
子

鳴
海
 
克
哉

秋
元
 
菜
香

田
中
 
絵
理

工
藤
 
信
之

竹
内
 
久
登

竹
内
真
里
恵

桑
田
 
志
穂

滞
田
紗
耶
佳
 
 

三
郎
 
津
島
金
太
郎
 
斉
藤
正

利
 
野
呂
正
 
岡
田
喜
十
郎

工
藤
良
村
 
成
田
重
雄
（
以
上

金
木
）
 
松
川
平
次
郎
 
花
田
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
地
域
住

民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
等
の

相
談
に
応
じ
．
そ
の
解
決
を
手
 

片
山
 
博
喜
（
誠

）
金
 
木

木
下
  
千
里
（
浩
人
）
嘉
 
瀬

新
岡
  
将
太
（
幸
治
）
喜
良
市

古
川
 
綾
希
子
（政
信
）
喜良
市
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
成田
 
淳
一
 
（
定
市
）
喜良
市
 

「
横山
く
み
子
（金
之
助
）
喜良
市
 

、
加
藤
 
正
之
（
辰
雄
）
稲
垣
村
 

〈
三
上
 真
理
（
正
）
神
 
原
 

、
三
潟
 
弘
樹
（
童
ロ
）
川
 
倉
 

「
海田
 
朋
子
（
嘉昭
）
金
 
木
 
 き

み
江
 
鎌
田
善
光
 
山
中
伊

佐
男
 
須
崎
金
成
 
原
山
金
四

郎
 
小
山
内
武
之
進
（
以
上
嘉

瀬
）
 
菊
池
良
治
 
桑
田
直
一

桑
田
清
三
郎
 
桑
田
邦
夫
 
今

済
作
（
以
上
喜
良
市
）
 

助
け
す
る
た
め
に
行
政
相
談
制
 

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

役
所
仕
事
に
関
す
る
こ
と
、
 

、
小
笠原
正
仁
（正
一
郎
）金
 
木
 

「
神
 
美
代
子（
正
美
）
稲垣
村
 

（驚
軌
讐
讐
響
噛
 

（艦
美
和
拠餌
酢
刊
里
鵬
 

、
前
田
 勝
也

（
済光
）
金
 
木

に
フ
 
雪
子

（
義
孝
）
喜
良
市
 

（離
犠
一
壁
夢
啄
 

（綴
幾

鰹
嘉
艦
 

例
え
ぱ
登
記
、
年
金
、
道
路
等

に
つ
い
て
、
納
得
が
い
か
な
い
、
 

法
律
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い

等
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

金
木
町
で
は
、
次
の
方
に
委

属
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
料
金

は
無
料
で
秘
密
を
守
り
ま
す
。
 

▽
 
行
政
相
談
委
員
 

金
木
町
小
川
町
 

旧
村
 
雄
三
 

電
話
 
5
21
2
2
3
2
 

お
 く
 
や
 
み
 

斉
藤
 
植
吉

田
中
 
ハ
ツ

田
中
 
キ
エ

角
田
 
敬
一

櫛
引
 
フ
ジ

藤
元
 
要
吉

長
尾
 
勇
次
郎

小
野
 
ミ
セ
 

人
ロ
と
世
帯
 

金
木
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
 

（
浅木
全
一
会
長
）
で
は
、
今

年
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

を
開
く
こ
と
に
な
り
参
加
チ
ー
 

ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
試
合
日
ー
毎
月
第
一
か
第
 

「
百
曜

日
▽
チ
ー
ム
編
成
I
①

男
五
人
、
女
四
人
の
混
成
チ

ー
 

ム
が
原
則
（
中
・
高校
生
も
可
）
 

▽
参
加
料
廿
ー
チ

ー
ム
五
千
円
 

（生
徒
の
チ
ー
ム
は
無
料
）
▽

申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
廿
喜
良

市
小
・
藤
元
氏ま
で

（昼
は
電
 

ス
タ
ン
ド
の
 

日
曜
営
業
 

▽
6
月
3
日
 

荒
関
商
店
 
5
31
3
0
0
9
 

▽
6
月
1
0日
 

藤
本
石
油
駅
前
給
油
所
 

5
31
2
1
3
2
 

▽
6
月
1
7日
 

金
木
農
協
喜
良
市
支
所
 

5
21
2
5
2
9
 

マ
6
月
2
4日
 

嘉
瀬
農
協
  
5
31
2
0
6
7
 

金木だよ り （4) 

ご
存
じ
で
す
か
 

行
政
相
談
委
員
 

8
1
 
5
6
 
4
8
 
6
8
 
8
2
 
5
5
 

7
6
 

6
7
 金
 
嘉
金
川
 
蒔
 
嘉
 

木
瀬
 
木
 
倉
 
田
 
瀬
 

喜
良
市

喜
良
市
 

4 月30日現在 前月比 

人 LLJ」更50人＋1 

男 	6,907人＋6 

女 	7,443人― 5 

世帯数 3,906 +18 

(
 

h
 


